
本製品は、CHO-S細胞（Life Technologies社）により

発現した組み換えヒトラミニン511-E8タンパク質です。
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For life science research only
Not for use in diagnostic procedures

Product No. 892 011         350 μg
Product No. 892 012      1,050 μg

Version 004
Store at 2-15 ℃

Protect from light.

組み換えヒトラミニン511-E8タンパク質

175μg / tube (892 011: 2 tubes, 892 012: 6 tubes)

遮光して2-15℃以下で保存してください。

インテグリンα6β1との結合活性が、解離定数10nM
以下を示します。

液状品

0.5mg/mL

PBS(-)

ES/iPS細胞をはじめとする様々な細胞の培養におい
て培養基質として使用できます。
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使用の前に必ずスピンダウンをしてから蓋を開けて
下さい。
凍結融解は避けて下さい。
コーティング後は、速やかに使用してください。

製品は、上記保存方法にて保存し有効期限内にご使
用ください。有効期限は、製造後2年です。
有効期限は外箱に記載しております。使用濃度への
希釈は、使用の直前に行ってください。希釈後の溶
液は速やかに使用してください。

ラミニン511は、細胞表面のインテグリンα6β1と結
合することが知られております。本製品はラミニン
511のインテグリン結合部位（E8断片）を高純度に
精製した製品です。

1) iMatrix-511を、PBS(-)を用いて、培養器材をコー
ティングする濃度に希釈します。推奨コーティング
濃度は、0.5μg/㎠です。
※細胞の種類や株、使用する培地によってコーティングの最適

量は変化しますので、初めてお使いになる時は、0.5μg/㎠からス

タートして、コーティング条件の最適化を行ってください。

　使用例）6ウェルプレート（9.6㎠/ウェル）の場合は、1ウェ

ル当たり0.5mg/mLのiMatrix-511を9.6μLとPBS(-)を1.99mL
加えます（2.4 μg/mL, 2mL/ウェル）。

※※希釈を行う際は素早く行ってください。チューブ等を使用

して希釈を行う場合には、タンパク質低吸着処理の施されてい

る器材をご使用いただくことを推奨いたします。

2)37℃1時間または室温3時間または4℃一晩の静置
を行い、iMatrix-511をコーティングします。
3)コーティング後は、iMatrix-511溶液を廃棄し、乾
燥させずに、速やかに細胞を播種します。
※コーティング後の培養器材は、乾燥させないように注意し

てください。


